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	応用
	抗原情報
	背景
	zeste 1 ポリコーム抑制複合体 2 サブユニット (EZH1) のエンハンサー Homo sapiens EZH1 は、ヒストン H3 (MIM 602812 を参照) lys27 (H3K27) のメチル化を媒介し、胚性幹細胞の多能性および可塑性の維持に機能する非標準的なポリコーム抑制複合体 2 (PRC2) の構成要素です (Shen et al.、2008 [PubMed 19026780])。[OMIM 提供、2009 年 3 月]、触媒活性: S-アデノシル-L-メチオニン + ヒストン L-リジン = S-アデノシル-L-ホモシステイン + ヒストン N(6)-メチル-L-リジン。、機能:ポリコーム グループ (PcG) タンパク質。 PRC2/EED-EZH1複合体の触媒サブユニット。ヒストンH3の「Lys-27」をメチル化し、影響を受ける標的遺伝子の転写抑制につながります。ヒストンH3の「Lys-27」をモノメチル化、ジメチル化、トリメチル化して、それぞれH3K27me1、H3K27me2、H3K27me3を形成します。胚性幹細胞の誘導と自己複製に必要であり、胚性幹細胞のアイデンティティの保護に関与していることを示唆しています。EZH1を含む複合体と比較して、胚性幹細胞での量が少なく、胚性幹細胞のアイデンティティと適切な分化に必要なH3K27me3の形成においてそれほど重要な役割を果たしません。,類似性：ヒストンリジンメチルトランスフェラーゼファミリーに属します。 EZサブファミリー。, 類似性：1つのSETドメインを含む。, 細胞内局在：ヒストンH3のトリメチル化された「Lys-27」と共局在する。, サブユニット：EED、EZH1、SUZ12、RBBP4、AEBP2を含むPRC2/EED-EZH1複合体の構成要素。PRC2/EED-EZH1はPRC2/EED-EZH2複合体よりも存在量が少なく、メチルトランスフェラーゼ活性が弱く、メチルトランスフェラーゼ補因子S-アデノシル-L-メチオニン（SAM）が欠乏するとクロマチンを凝縮する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	EZH1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	EZH1抗体を用いたHT-29、LOVO、A549、NIH/3T3、RAW264.7、COS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ENX-2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	ENX-2 ポリクローナル抗体を使用した COS7 細胞のウェスタン ブロット分析。

